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C血四.geen阻戸ωuc泊g田dalga Kappaphyc山 alvarezii(Doty) Doty w踊 broughto Vietnam from Jap血血1993.Their伽 lliwere叫凶凶泊

血e泊let，pond and lagoon泊血.ecen甘alVietn町O.百ledaily growth rate of thalii growing much in the lagoon anained 9.14-10.8% in May to 

June明白lag∞nw酪 composedof muddy sand泊brackishwaters， with ranges in tempe問削脂血dsal凶tyof 27.2-32.4 "c叩d31.4-33.7 %0. 
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海藻抽出物のカラゲナンは，近年寒天やアルギン酸

に替わってプリンやアイスクリームに使われるほか

に，歯磨き粉，ペットフードやハムの安定剤，固形剤，

粘着剤などに使われて需要が急速に伸びている。カッ

パーカラゲナンは，熱帯に繁茂するキリンサイ類に多

く含まれており，フィリピンでは， 抽出原藻として

Kappaphycus aJvareziI (Doty) Doty (商品名:コット

ニー)の養殖が広く行われている。この種はカツパー

カラゲナンを含むことから ，Eucheuma属から

Kappaphycus属に移された(Doty1988)。著者らは高知

県で試験的に養殖していたフィリピン産の K.aJvareziI 

をベトナムに移植し，内湾における浮流し養殖，エピ

養殖池を利用した散布式養殖及びラグーン(礁湖)内

でのモノライン式養殖を試みた結果，ラグーンから間

百|いた藻体は，半年で約数トン(乾重量)に達した。十

分な調査機材もなく，定期的な調査計画も立てなかっ

たが，養殖の予備試験は成功したので，ここに報告す

る。

本研究で用いられた K.aJvareziiの試料は，最初に

1991年ルソン島パタンガス沿岸の養殖場から高知県の

浦の内湾に移植され， 4月から 12月上旬までロープに

吊るして湾内で養殖し， 12月から3月までは恒温循環

水槽(アクアトロン)により，水温20'Cで越冬させた

重量)を， そこから約 150km離れた開羽田ng湾で，

ロープに吊るし浮き流し養殖を開始した。その後，エ

ピ養殖池での散布式養殖及ぴラグーン内の浅瀬の杭に

ロープを張ったモノライン式養殖が試みられた。

内湾の浮き流し養殖

外海に面した内湾であるが，波浪が半島によって遮

られている水深 10mほどの静穏なところで， 2月から

10月までロープに試料を結びつけて表層に浮かし，養

殖が試みられた (Fig.l・A，8)。藻体は最初約 IOcmほ

どに分けて，細いプラスチュック糸で， 20cmほどの

間隔に太いロープに巻き付けてセットされ，藻体が3

倍くらいになると，小さく分けて結わき直して増やし

ていった。水温は26-28'Cで，塩分は30-35%であった。

藻体の増重量の日開成長率は，最盛期には 4-8%で

あった。フィリピンのキリンサイ養殖場では，最盛期

の日開成長率は， 最盛期に 4.66%であり (Tronoand 

Ohno 1989)，この湾内の浮き流し養殖試験の結果は良

好であった。しかし6月頃から魚類による食害が出始

めた。 9月になって雨期に入り塩分の低下が著しくな

り，葉体が弱り，流失する個体もあり，多くの試料を

失った。そのために湾内での養殖は中止した。

ものである(Ohno et aJ. 1994)。ベトナムへの移植は， ヱビ養殖池における散布式養殖

水を切った試料約 500gをぬれた新聞紙で包み発砲ス 湾内で養殖していた試料を，外海に面して水路で海

チロールの箱に入れて 1993年 1月17日から 2日間の 水を引いた干潮時に水深30-40cmのエピ養殖池に， 10

移送で，ベトナム中部のPhanRangのエピ種苗場の水 月に試料を移植した。養殖方法は，先端部より藻長10

槽に移植し， 3週間ほど保存培養し，その約250g (生 cmほどにちぎった個体を，適当に散布するだけであっ
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Fig.l. Procedure of KappaphyclIs cultivation in Vietnam. A. Habit of KappaphyclIs a[varezii (Doty) Doty. B. Raft method of KappaphyclIs 

cultivalion allhe inlel. C. Man-made pond for the cultivaton of KappaphyclIs. D: Samples collecled from the pond cultivation. E: Closed 

lagoon for the cultivation of KappaphyclIs. F: Samples collecled from lhe lagoon cultivation 
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Table 1.百lewater総mpe阻ture，salinity阻 dgrowth同胞ofK. alva陀zjjat cultivation pond. 

Date Water temperature (OC) Salinity (%o) Grow白rate(% / day-') 

9:∞ 14 :∞ 9:∞ 14 :∞ 
1994 

J叩 uary 26 29 36 6.26 

March 26 30 32 6.14 

June 28 32 32 35 5.13 

July 28.5 32 34 36 5.62 

August 28.5 33 3.95 

Table 2. Water胞m戸田佃凪sali凶ty加 dgrow自問teof K. alvarezjj at the c10sed lagoon. 

Date Water temperature (OC) Salinity (%o) Grow曲rate(%/day寸)

9 :00 14 :00 9:00 14:00 

1994 

May 31.0 32.4 

June 28.2 30.5 

Jul.27 27.5 30.5 

Aug.l4 27.2 31.5 

た。底質が砂地であり，藻体は着地した状態で成長を

した(Fig.1-B， C)。この養殖方法が良好であったので，

5個のエピ養殖池(約Iha) を海藻養殖のために少し

底を掘り起こすなど改造し，K. aJvarezii養殖池にした。

養殖池の環境は，幅1mほどの水路で海水が導かれて

おり， 1994年l月から8月の期間の水温，塩分と日開

成長率の結果をTable1に示す。 1月から翌年8月の期

間の水温は，早朝は 26-28.5'cで，日中は29-33'cに

なった。潮汐による海水の交換があり塩分32・36%0と

変動した。藻体の日開成長率は， I月から 7月の聞は

あまり変わらず5.62-7.59%であった。 8月は， 3.95% 

に低下したが死滅することはなかった。水温の低い期

間は，葉体の色は濃緑色をしていたが，高温の期間は

鑓色し薄緑色になり，藻体は細くなり柔らかくなっ

た。

31.4 

33.1 

33.0 

34.0 

31.6 9.14 

33.7 10.80 

33.0 7.18 :t 0，64 

33.0 7.01 :tO，17 

狭い湾口のラグーン内におけるモノライン式養殖

養殖池でのキリンサイ養殖は，水温が上がると成育

が悪化することがわかり， 1994年5月に数回離れた

ところにある狭い湾口によって導かれている広いラ

グーンで，モノラ千ン式養殖を試みた (Fig.lE， F)。

杭は近くから潅木を切って用い，約10mの間隔に，干

潮時に水面下50cmになるところにロープをはって，

約IOcmの葉長にしたものを結びつけた。5月から8月

に調査された水温，塩分と日間成長率を Table2に示

す。水温は朝27.2-31.0'cであり，日中は32.4'Cになっ

た。藻体の日開成長率は， 5月， 6月は， 9.14-10.8 % 

と高<， 8月には低下して平均7訓・7.18%であった。

このラグーンでは，潮汐により毎日水塊の移動があ

る。近くで牛が放牧されており，かなりの栄養塩が流

入しているものと推察された。葉体の成育状態は良

< ，主枝は太くて濃緑色をしており，業体の表面に粘
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質物が多くつやがあり，触るとべたべたした。浦の内

湾での養殖でも，成長の良い夏期にはこのような状態

になり，水温が下がり成長が止まる時には，葉体の表

面はつやがなくなり，また粘質物がなくなりさらさら

してきた (Ohnoet al. 1994)。

高知県下の浦の内湾では，夏期の最盛期に日間成長

率は9%であったが，ほかの季節では3-4%であっ

た (Ohnoet al. 1994)。フィリピンや日本でのキリン

サイ養殖での藻体の日開成長率と比較して，ベトナム

のラグーンで養殖されたキリンサイの日開成長率は良

好であることがわかった。

キリンサイ養殖は，それぞれの国によりまた養殖業

者の工夫でいろいろな水域環境で行われているが，

フィリピンでは主に広大なサンゴ礁の礁湖(ラグー

ン)で行われている σrono飢 dOhno1989)。インドネ

シアでは，主に入江や湾内で行われている(大野，

1990)。ベトナムにおける池養殖(エピ養殖池)や狭い

流入口で導かれているラグーンでのキリンサイ養殖

は，新しい試みであった。キリンサイ養殖で，最も気

を使うのは乾燥であり，不十分な乾燥は，カラゲナン

の品質を落とす原因となる。今回養殖試験が行われた

ところは乾燥地帯で雨が少なし雨期も短いので，キ

リンサイ養殖には適した地域と言える。ベトナムで養

殖された試料から抽出されたカラゲナンの品質は，ほ

かの海域の試料の結果とほぼ同じであることが明らか

にされている(未発表)。今後の課題は，どのように養

殖規模を拡大してゆくか，また採取された収穫物の販

路を見つけることである。
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